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東 ア フ リ カ よ り 帰 国 し て

ナイロビ駐在員の半年

和　　田　　正　　平*

は　 じ　め　に

　 わたくしが 日本学術振興会の第4次 ナイロビ駐在員と

してアフリカの土を踏んだのは,街 中に赤いブーゲンビ

リアが満々と咲き乱れ,ジ ャカランダの淡い花びらが赤

土の地面を紫の花模様にそめはじめた乾季 もおわりに近

い昨年(1968)9月24日 の ことであった。

　 駐在員は,毎 年 きまって東アフリカの雨季にむけて派

遣 されてきたが,わ た くしは出発の時期をい くぶん早め

にしたため,晴 れあが った快適なあお空と,花 につつま

れたナイロビの街が待っていたのである。

　 はじめてナイロビを訪れる人々は空港から都心にむか

うにつれ,タ クシーの中から見える近代的なビルディン

グと整然とした街並みに一驚するのであるが,そ れにも

まして色とりどりの美しい花壇や街路樹には賛嘆の声を

惜しまないのである。もちろん,そ れ らのモダンな景観

もイギ リス植民地支配の繁栄の上にきずかれた遺産では

あるが,し かし,ゆ きずりの人々の目には過去のいまわ

しい歴史をふりかえる余裕もな く,た だ,整 然とした都

市美にのみ感激するわけである。

　かってわた くしは,1964年9月 から1966年10月 ま

で,京 都大学類人猿学術調査隊としてタンザニアに滞在

した際,こ の都市を通過する機会が何度かあったが,す

でにアフリカ大地を知ったものにとってはこの気どった

よそゆきのナイロビの街には,正 直にいってあまり好感

をもてなかった。 しかしながら,花 の季節だけはたとえ

英国人の伝統と体臭のしみついた郊外の公園 で あ って

も,こ こを散策することは,わ た くしの楽しみのひとつ

であった。それは,自 然が文句な く美しかったからであ

ろう。

　 3年 ぶ りに懐かしいナイロビ空港に降り立ったわた く

しは,時 間をとびこえてすでにアフリカ的自然の中に没

入 していたのである。

研究センターの開設

　さて,ナ イロビ駐在員制度ができたのは1965年 と 記

憶 している。最初に派遺されたのは富田浩造氏(当 時,

東外大A・A研,現 在海外技術協力事業団在 タンザニア)

で あり,以 後,石 毛直道氏(京 大人文研)大 森 元 吉 氏

(広島大)と 続 き,わ た くしに引き継がれたわけである。

　 いうまでもないが,近 年,日 本人によるアフリカ研究

がいよいよ盛んになり,ア フリカの原地において,本 格

的なフィル ド・ワークにとりくむ者が着実に増加 しつつ

ある今日,も はや大使館からの直接的な援助をたのむわ

けにはいかず,現 地に恒久的な研究セ ンターを設立する

ことは,本 当にアフリカ研究者の間における強い要望で

あった。事実,か って京都大学アフリカ学術調査隊のメ

ムバーの1入 として,タ ンザニアのハナン山麓でフィル

ド・ワークに従事していたわたくしは,前 任の駐在員の

協力によって円滑に調査を続行することができたし,九

死 に一生を得るという経験もしたことがある。

　 こんどは,逆 にわた くしが協力 しなければならない立

場に立ったが,前 任者の言をかりれば,ナ イロビ駐在員

は他の地域の駐在員(た とえばテヘ ラン駐在員など)と

異なり,6か 月 という短い滞在日数しか持たないため,

駐 在活動と自己の研究調査 とをうまくかみ合わせ,両 者

を並行して行なうことがむずかしく,こ れを調整するた

め特に綿密な行動計画をたてなければな らなかったとい

われている。

　 ところで,駐 在員にあたえられた条件のきびしさは私

の場合もまった く変 りなかったが,た とえ,時 期をみて

タンザニアの自己のフィルドに入 るにしても,ま ず,ナ

イロビに研究センターを開設するのが駐在員としてしな

ければならない最初の仕事であろう。そこで,わ たくし

は都心に近いギロウアード・mド の一角にある英国人

の家の一部屋を借りあげ,こ れを事務所と兼用 した。 こ

こには,余 分な宿泊施設はないが,電 話 も直通で利用で

きる便宜があり,事 務机や書棚などを設備することによ

ってまず申し分のないオフィスとしての環境を整えるこ

とができた。10月1日,ナ イロビ駐在員活動はここか ら

出発することになったのである。

事　業　内　容

*帯 広畜産大学助教授(畜 産学部)

　オフィスが開設 されたなら,さ っそく活動しなければ

ならないが,以 前の経験をいかすにして も3年 間の空白

があり,在 ケニア大使館,お よび在留 日本人の協力が必

要である。幸いにも,大 使をはじめ館員はこのセンター
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の意義を充分理解 して くれたので,い わば,準 館員なみ

の待遇で便宜をはかって くれた。お陰でわずか数週間の

うちにナイロビに予期以上の知己を得ることが で き た

が,そ の中でも林晃史氏(ア ジア経済研究所)は,ア フ

リカ研究者の1人 でもあり,駐 在活動に最初から全面的

な援助 と協力を約束して くれたので,わ た くしは,な か

ばあきらめていた個人研究の時間を行動計画のなかに,

かな り余裕をもってもりこむことができたのである。

　 ところで,ナ イロビ研究センターの事業内 容 で あ る

が,こ れはまだ正式にフォームができているわけではな

く,お おかた派遣された駐在員の才覚にまかせられてき

た。 しかし,こ のオフィスが 日本 とアフリカの原地をむ

すぶ中継基地として,い わば日本のアフリカ研究を推進

するための学問上の橋頭墨にしたい,と いう現在の学会

の基本的な考え方にしたがうならば,お のずから,駐 在

員のとるべき姿勢もきまって くるわけである。ただ,あ

る場合には,そ れが,純 粋な研究活動を制約することに

もなって くるが,日 本における研究室の雑用の質と量を

想起すればかならずしも問題ではな くなるといえる。

　 そこでわたくしは,第4次 ナイロビ駐在員の事業およ

び研究として,基 本的な項目をいくつかたてて実行する

ことにした。

　 〔1)日 本から派遣 されたアフリカ学術調査隊および研

究者に対する全面的協力。

　 (2)ま た,こ れに使用されるフィールド・ワーカーの

ため,調 査用具,調 査器具,装 備の一部をデポし,借 出

しする。

　 (3） アフリカに関する文献,地 図,統 計,新 聞,定 期

刊行物などの資料を収集 し,利 用に供する。

　 (4)マ ケレレ大学,グ レサラーム大学,ナ イロビ大学

を訪問し,ア フ リカ研究の状況,ま た研究者の最近の動

向を紹介する。

　 (5)奥 地 においてフィール ド・ワークに従事 している

研究者を原地に訪問 し,紹 介する。

　（6） 日本万国博世界民俗資料調査収集団への協力。

　 (7)ア フ リカ部族言語文化調査表の完成。

　 (8)タ ンザニア,ハ ナン山麓における民族学的補足調

査。

　 (9)学 会およびアフリカ研究者への通信,依 頼調査事

項に関する解答。

　 (10)日 本学術振興会への定期的事務連絡。以上,駐 在

員の活動が,こ れだけの項目を実行にうつすだけで,か

ならずしも,す べてが満足されたとも思わないし,ま た

わた くしの力不足か らいつ も円滑に進行したわけでもな

い。 しかし,た とえヘボ碁でも布石をしなければ,す べ

てがはじまらなかったのである。

Vol.22　 No.5

写 真1ナ イ ロ ビUniverslty　 College,左 手 が 図 書

　 　 　 　館,前 方 に あ るの は社 会 科 学 関 係 の 建 物 。

写真2理 学 部

東アフリカの3大 学

　 ここで,東 アフリカの各大学について多少ふれたい。

現在はケニヤ,ウ ガンダ,タ ンザニア3国 にそれぞれ大

学があり,各 国独自な教育政策によって総合大学へ発達

しつつあるが,1955年 まで束アフ リカにはイギ リス本

国と直結したマケレレ大学(ウ ガンダ)し か存在 しなか

った。大学はあ くまで植民地支配の一環であったため,

自由な発展は認められなかったのである。

　 しかし,東 アフリカ3国 がつぎつぎと独立 す る につ

れ,ケ ニアとタンザニアに大学創設の気運がたかまり,

それは,最 初東アフリカ総合大学の結成となって実現し

た。すなわち,最 も充実しているマケレレ大 学 を 中 心

に,法 学部を創設 したダレサラーム大学(タ ンザニア),

理工学部に特色をもたせたナイロビ大学(ケ ニヤ)が こ

れに加わり,東 アフリカ総合大学として統一され,学 位

もロンドン大学の権威をたのまず,独 自に授与すること

になったのである。 しか し獄が ら,こ のような1国1大

学の実現は大学が充実して くるにつれ,学 部増設のつよ

い要求となってあらわれて くるのが当然であり,総 合大

学化の構想へ発展 してきたのである。最 も出発の遅れた
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ダ レサ ラー ム大 学 も政 府 の 積 極 的 な教 育 投 資 と欧 米 諸 国

の財 政 援 助 を 受 けて,今 で は法 学 部,文 学 部,社 会 科 学

部,理 学 部 を もつ 総 合 大 学 へ 成 長 した ので あ る。

　 さて,10月15～16日 の 両 日,わ た く しは,イ ン ド洋 に

面 した 小 高 い 丘 の 上 に あ るダ レサ ラ ー ム大 学 を 訪 問 し

た 。 そ こで 思 い が けず,P.　Puritt夫 妻 に逢 った の で あ る 。

彼 は カナ ダ か ら きた 人 類学 者 で,か って,わ た く しが タ

ンザ ニ ア で イ ラ ク族 の 調 査 を続 行 して い た と き,ア ル ー

シ ャの 街 で一 緒 に な り,互 に ア フ リカ に お い て 現 に起 り

つ つ あ る人 類 学 上 の 問題 に つ い て 意 見 を 交 換 した こ とが

あ った。 今 は この大 学 に籍 を お い て 研 究 す るか た わ ら,

な お メル ー族 の 調査 を継 続 して い る との こ と で あ り,

Ph.　Dの 学 位 を 得 るた め 論文 を準 備 中 で あ った 。 か って

タ ンザ ニ ア で親 交 の あ っ た人 類 学 者 は,彼 を の ぞ いて は

皆 本 国 の大 学 に教 授 の地 位 を得 て もど って しま い,会 う

こ とは で き な か った が,こ の 大 学 のResearch　 Associ-

atesの 資 格 にお いて,フ ィル ドへ 入 って い る新 進 の 研

究 者 を紹 介 され,最 近 の ア フ リカ 研 究 者 の 動 向 に 関 して

新 しい情 報 を え る こ とが で き た の で あ る。

　 ナ イ ロ ヒ大 学 で は,Instltute　 for　Development　 Stu・

dlesのCultural　 Dlvlslonを 訪 問 し,　A.　H　 Jacobsに

会 見 した。 現 在,彼 は農 耕 化 した マ サ イ族 の 文 化 変 容 の

研 究 に着 手 して い るが,同 時 に,研 究 所 のResearch

Dlrectorと して,ロ ッ クフ ェ ラー財 団 の基 金 に よ り,

現 在2年 計 画 で 実 施 さ れ て い る"Kenya　 Tradltlonal

Material　 Culture　 Project"お よ び"Kenya　 Belief　Sy.

stems　 project"の2つ の 研 究 テ ー マ の 実 質 的 な 推 進 者

で あ った 。 わ た くし は,日 本 か ら持 参 した"ア フ リカ社

会 の研 究"(今 西 錦 司,梅 ネ卓忠 夫 編,西 村 書店)を か れ に

手 渡 した が,立 派 な 装 釘 に,ア メ リカ人 特 有 の大 げ さな

動 作 で 驚 嘆 の 声 を あ げ た が,こ の ユ ーモ ラ ス な実 力 者 は

初 対 面 で あ るに もか か わ らず,調 査 研 究 の全 面 的 な協 力

を 彼 の ほ うか ら求 め て きた の で あ る。 新 興 の ア フ リカ の

大 学 は 最 早 外 国 人 の 興 味 に よ って 与 え られ た 研 究 課題 で

はな く,直 面 して い る現 代 的 な 問 題 に意 欲 的 に と り くみ

は じめ た とい え るの で あ る。

ウガンダ旅行

　これまでタンザニアに研究地域が集中していたため,

ウガンダを見 る機会がなかったが,古 くからブガ ンダ,

アンコーレ,ブ ンニョロ,ト ロの4王 国の栄えたこの地

を訪問することは,わ た くしのかねてからの念願であっ

たし,ま た,口 本の先輩からマケレレ大学の2,3の 教授

を紹介されていたので,ぜ ひ訪問しなければな らないと

思っていた。

　12月6日,万 博から派遣された民俗文化資料 調 査 収
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写 真3　 ウガ ン ダ の テ ソ族 の 部 落 に て,左 か らProf.

　 　 　 　 P.Rigby,私,長 島信 弘 氏 。

集団の片寄俊秀氏の日程にあわせて,カ ムパ ラにむけて

出発 した。今回の資料収集には,ウ ガンダ東 部 の大 部

族,テ ソの人類学的調査に従事 している長島信弘氏 も協

力員として名をつ らねていたので,わ た くしたちは前 も

ってかれに連絡をとり,カ ムパ ラのグランドホテルで落

合 うことにした。本来なら,フ ィル ドにある者を調査外

の仕事にわずらわすことは極力さけるべきであるが,物

質文化にも興味をもっているかれは,こ の機会に,ウ ガ

ンダ西部を旅行したいというわた くしの計画に賛意を示

したので,3人 頭をよせて計画をたてることになった。

ところがちょうどこの時,マ ケレレ大学,社 会学担当教

授P.Rigbyが 長島氏のフィル ドを訪問することになった

ため,ま ず,テ ソの彼の調査地に同行することか ら,ウガ

ンダにおける民俗文化収集旅行がはじまったのである。

　テソ族は,今 世紀はじめの古い記録写真をみると全裸

に近いかっこうをしているが,今 では,東 アフリカでも

もっとも西欧化が進んでいる部族のひとつであり,ク リ

スチ ャンが多 く,教 育熱心で有名である。換金作物とし

て綿花の栽培が盛んであり,ア ワ,ヒ エを主食にしてい

るが,牧 畜民 としての古い文化は失いつつあり,畜 牛飼

養頭数 もしだいに減少しつつある。ここで,わ た くした

ちはカメに入 った地酒を御馳走になったが,こ れをのむ

ためには長いス トローで酒をすわねばならず,自 分がど

れだけのんだのか見当もつかないが,味 は確かに教授の

いうように 「Excellent」であり,伝 統的に洗練 されたか

れらの文化を反映していた。しかし,わ れわれのこの感

激をよそに,隣 でビールを楽しんでいるテソの老人を見

ると,や がて完全に亡びゆ くこの部族の文化を象徴 して

いるようで,そ れが文化の宿命だとは知っていなが ら,

なぜか人類学者に特有な愛惜の情がこみあげてきて しか

たなかった。

　さて,わ た くしたちはテソやカラマジョング(ウ ガン
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ダの好戦的な牧畜民)の 物質文化を収集 した後,ウ ガン

ダ西部へ出発 した。雨季の自動車旅行はアフリカではも

っとも危険に満ちており,生 命の保障はないとおどかす

ものさえいるが,わ た くしは充分経験ずみなので,無 理

はしないが,1日 約250マ イル平均の行程という計算で

アンコール王国へむかったのである。激 しい雨はしばし

ばわれわれを悩まし,躊 躇させたが,コ ンゴとの国境に

あるルエンゾ リ山系をのぞむ丘にたった時,こ の幻の月

の山がかすかにみえるほど空は晴れあが っていた。途中

クィン ・エリザベス国立公園を通過 してFort　 Porta1に

到着した日は,西 北部のアチヨリ族の領域まで入 りたい

という欲 も出たが,収 集品もかな りの量に達 したので,

断念 し,一 路カンパ ラへの道を急いだのである。

　わた くしはこの旅行中,し ばしばタンザニアの自己の

フィル ドと比較 して眺めるくせが出て しまったが,こ の

稔 り豊かな国が,ま た東アフ リカにおけるはかり知れな

い部族文化の溜まりをひたか くしにか くして い る よ う

で,行 きかう老人がすべて呪術者にみえてきてしかたな

か った。

イラク族調査

　正月,わ た くしは京都大学ハナン基地で過ごすことに

なっていた。イラク族の友人たちは,こ の日本の祭 日に

今ではほとんど作ることがな くなった伝統的なハチ密酒

を,わ た くしに御馳走 したいと計画をたてていたのであ

る。しかしわたくしが部落を訪問したとき,か れらは2

年続いた天災によって主食の トウモロコシがほとんど収

穫がな く,飢 餓状態におちいっていた。幸い,農 耕 と牧

畜をた くみに融合 した生産様式をもつイラク族は,牛 市

で家畜を売却して現金を手に入れることはできた。

　そこでかれらはふところにした現金をにぎりしめて,

100マ イルほど離れた農耕部族イランギの部落まではる

ばる出かけて行き,ト ウモロコシを買いあさり,持 って

帰 ってようや く一家の飢をしのいでいたのである。

　わた くしのキャンプの前は,1日 に何度かこのような

食料買い出しに出発するロバのキャラバンが通 りすぎて

行った。長老たちは,連 日部落の広場に集って会合を開

き,食 料を確保する方策について頭をよせて論議 してい

たが,豊 作の年には,自 分たちが石油缶1杯4シ ル(200

円)で コーポラティブに売 っていた トウモロコシが,一

旦飢饉 に陥 り,政 府の正式ルー トを通ってそれが効済物

資としてかれらの目の前にもどってきた時,9シ ル(450

円)に も値がはねあがるという経済のカラクリは理解で

きず,矛 盾としか うつ らなかったようである。

　 さて,わ たくしはここに約40日 間滞在 したが,イ ンホ

ー マントのなかには,子 供たちがつぎつぎと家を見捨て
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て逃亡 し,家 族が崩壊 しかかっているものさえあり,調

査を開始することに抵抗を感 じないわけにはいかなかっ

た。

　調査はイラク語言語文化調査表の完成と雨乞儀礼をめ

ぐる地緑構造の分析に焦点をしぼったが,と ころが部落

の困窮とはまったく別な次元で調査が頓挫して し ま っ

た。もちろん,調 査にはいつも予期せぬ事態が発生した

り,ど こか準備に欠陥があったりして,い ざとなってあ

わてることがおうおうにしてあるが,こ んども携帯用テ

ープコーダーが録音中に故障し
,せ っか く集ってもらっ

たイラク族の長老たちをすっかり失望させてしまった。

日本から大切に抱きかかえてきたテープコーダーだけに

わた くしもあきらめきれず,モ ーターの回転むらをドラ

イバー1本 でふせぎなが ら,よ うや く2000語 を録音する

ことができたのである。

　また,雨 乞儀礼はイラク族のあいだでよく発達してお

り,EH・Winterの 精緻な報告がでているが,ハ ナン

山麓一円のイラク族は隣接するゴロワ族の雨乞師のとこ

ろにおいて毎年この儀礼を行なっており,こ こに見 られ

る雨乞をめ ぐる超部族的な地縁関係にわた くしは興味を

もったわけである。 しかし,滞 在期間中ゴロワ族の大雨

乞師は酒席の場で傷害事件を起こし,警 察の追跡をのが

れてゴロワ族の部落か ら身をかくしたので,つ いに雨乞

儀礼を観察する機会を失い,単 なる聞き込み調査に終っ

たのはかえすがえすも残念であった。

　調査地に別れを告げる日が近づくにつれ,協 力者に再

会を約したが,今 年は順調に降雨がありそうなので,こ

んどわた くしがハナン山にやってきた時には,食 料の心

配はさせないと断言する底抜けに明かるいかれらの顔を

見ていると,わ た くしもかれ らの神,ロ アの天恵を祈 り

たい気持でいっぱいであった。

駐在員活動の限界

　イラク族の調査からナイロビへ帰ってきて,若 干の資

料整理をしているうちに,帰 国期限がずんずんせまって

きた。6か 月のナイロビ滞在は計画のたて方によっては

有意義にもなり,セ ンターの設立は,今 後のアフリカ研

究において果たす役割はきわめて大きいが,し かし,や

はり,半 年は短期間にすぎて本格的に仕事に専念する時

間的な余裕はな く,野 外調査の規模は縮少せざるをえな

か った。

　帰国にあたって,わ た くしはケニア,ウ ガンダ,タ ン

ザニアにおいて収集した資料や装備や物品を引継 ぐもの

がな く,や むな く梱包して大使館に保管を依頼すること

にしたが,こ こに,ど うしようもない駐在員活動の限界

があることを実感した。それは,出 発にあたって充分承
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知していたことではあるが,ナ イロビ滞在中に協力 して

くれた原地の友人,知 己を後任者に直接紹介することも

できず,つ ぎの駐在員はまた,お なじ時間と労力をかけ

て貸事務所や宿舎を探 したり,不 案内な土地で新しく情

報を集めたりしなくてはならず,毎 年,こ のようなセン

ター設立を くりかえしていては前任者の努力が無駄にな

るばか りでなく,ア フリカ研究センターの信用にもかか

わるかもしれない。駐在期間は少な くとも1年 間に延長

される必要があり,ジ ープをもたなければ,満 足な研究

活動ができないことを強調しておきたい。 こと野外調査

にかぎらず,ア フリカでは,車 がなければ行動の自由を

完全に放棄 しなければならない境遇にたつのである。す

べての要求を一度に実現 させることはむずかしいことは

了解できるが,こ の2点 は,原 地に駐在したものの切実

な願いであった。

お　わ　 り　 に

　わたくしの東アフリカ滞在中は,日 本においては安田

講堂の落城を頂点に,大 学紛争のもっとも激化した時期

であり,大 使館に1週 間遅れで送付されて くる日本から

の新聞を読むたびに,遠 隔地にいて無責任な発言は許さ

れないとは知りながらも,大 学の同僚にペンを握ってい
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ることが多かった。

　大学紛争は東アフリカの大学に お い て も例外ではな

く,授 業放棄やス トライキというかたちで しばしば発生

していたが,日 本のように大学の根本をゆるがすような

運動としては発展 していない。一般に,政 府の言論弾圧

に対する反対が学生運動の中心的テーマのようにみうけ

られたが,ダ レサ ラーム大学のように,卒 業後の国家奉

仕に対する不満が学生のあいだに充満 しており,ボ イコ

ット運動に発展 しそうな形勢のところもある。 しかし総

じてこうした発展途上国の大学は,ま だ,大 学建設 とい

う幸福な時代にあり,学 園はエ リー トとしてかがやかし

い進路が約束されている学生のあつまりであり,政 治論

争には熱中するが,し かし,警 察官に護衛 された大統領

の祝辞がなければ卒業式のはじまらないという,日 本か

らみれば夢のような大学なのである。かれらには体制批

判にとどまらず,教 師を否定し,学 園を破壊する日本の

大学紛争はまった く理解できないようであった。わた く

しは,ケ ニアを去る前 日,再 度ナイロビ大学を訪問した

が,学 生とは話し合 う機会もな く,Jacomb教 授にだけ

帰国のあいさつをすませ,昼 下 りの学園をあとにしたの

であった。
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